
最
近
年
の
日
本
は
、
世
界
の
中
に
て
、
如
何
な
る
動
き
を
示
す
や
。
平
成
二
十
年
よ
り
二
十
五
年
の
間

の
、
日
本
の
貿
易
を
見
む
。
こ
の
五
年
間
に
、
日
本
の
貿
易
規
模
や
や
縮
小
せ
り
。
輸
出
と
輸
入
の
合
計
、

平
成
二
十
年
は
百
六
十
兆
圓
、
二
十
五
年
は
百
五
十
一
兆
圓
な
り
。

貿
易
相
手
國
を
見
る
に
、
韓
國
、
中
國
よ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
ま
で
の
東
ア
ジ
ア
、
五
年
間
に
四
十
四

パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
、
四
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
増
加
せ
る
に
對
し
、
歐
米
、
即
ち
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
・
濠

州
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
聨
合
、
三
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
二
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
少

す
。同

期
間
に
日
本
に
來
訪
せ
る
外
國
人
は
如
何
。
全
體
は
、
平
成
二
十
年
九
百
十
五
萬
人
よ
り
、
二
十
五

年
一
千
百
二
十
六
萬
人
に
増
加
せ
り
。
そ
が
内
譯
、
五
年
間
に
東
ア
ジ
ア
人
、
七
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り

七
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
増
加
、
歐
米
人
、
二
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
少
す
。

こ
の
貿
易
と
來
訪
外
國
人
數
の
統
計
の
、
わ
れ
ら
今
の
日
本
人
に
教
ふ
る
は
何
ぞ
。
物
の
交
易
、
人
の

交
流
雙
方
に
就
き
、
日
本
の
、
近
隣
ア
ジ
ア
と
の
關
係
を
深
め
つ
つ
あ
る
を
示
す
。
今
や
物
の
交
易
は
、

全
體
の
半
分
近
く
、
人
の
交
流
に
至
り
て
は
全
體
の
八
割
、
韓
國
、
中
國
よ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
ま
で
を
相

手
と
す
。
こ
れ
ら
近
隣
諸
國
と
の
關
係
の
頓
に
緊
密
化
す
る
最
近
年
の
趨
勢
、
恐
ら
く
は
不
可
逆
な
る
ら

む
。さ

れ
ど
多
く
の
日
本
國
民
、
果
し
て
そ
を
實
感
す
や
。
日
本
の
國
際
關
係
、
物
の
交
易
の
半
ば
、
人
の

交
流
の
八
割
は
、
近
隣
ア
ジ
ア
と
の
關
係
に
し
て
、
今
後
も
斯
か
る
趨
勢
の
續
く
の
み
な
ら
ず
、
更
に
強

ま
る
こ
と
あ
る
べ
き
を
、
眞
に
實
感
も
て
了
解
し
得
る
や
。

近
年
ま
で
、
わ
れ
ら
日
本
人
の
「
國
際
」
な
る
語
を
用
ゐ
る
、
第
一
義
的
、
且
つ
經
常
的
に
、
歐
米
を

想
定
し
、
近
隣
ア
ジ
ア
は
、
含
意
せ
ら
れ
ざ
り
き
。
一
頃
わ
れ
ら
、
「
國
際
」
な
る
も
の
に
憧
れ
、
學
び
、

日
本
は
須
ら
く
國
際
化
す
べ
し
と
喧
傳
せ
り
。
さ
れ
ど
そ
は
、
直
截
に
は
、
日
本
を
歐
米
化
す
べ
し
と
の

意
に
し
て
、
近
隣
ア
ジ
ア
は
、
念
頭
に
無
し
。

明
治
期
の
日
本
、
國
土
の
周
圍
に
犇
々
と
、
歐
米
の
脅
威
の
迫
る
を
見
た
れ
ば
、
歐
米
に
學
ば
ず
し
て
、

國
の
獨
立
を
保
持
し
得
ざ
る
を
、
切
實
に
感
じ
、
歐
米
に
學
ぶ
を
國
是
と
せ
り
。

わ
れ
ら
を
し
て
、
斯
く
歐
米
に
學
ば
し
め
た
る
は
、
切
實
な
る
國
防
意
識
な
り
き
。
さ
れ
ど
國
防
意
識

強
か
り
し
が
故
に
、
軍
備
は
自
衞
の
限
度
を
超
え
、
過
度
に
増
強
せ
ら
る
。
ま
た
歐
米
に
學
ば
ん
と
せ
る

わ
れ
ら
が
心
裡
に
、
密
か
に
潛
入
せ
る
は
、
歐
米
至
上
意
識
な
り
け
む
。
か
る
が
故
に
わ
れ
ら
、
自
ら
の

立
脚
點
を
忘
失
し
、
歐
米
人
が
歐
米
中
心
主
義
・
有
色
人
種
蔑
視
感
覺
を
、
自
ら
の
身
に
附
け
た
る
べ
し
。

大
正
・
昭
和
の
日
本
、
ア
ジ
ア
大
陸
に
軍
事
進
出
し
、
末
は
大
陸
と
太
平
洋
の
、
腹
背
に
敵
を
受
く
る

無
謀
な
る
戰
爭
に
突
入
、
古
今
未
曾
有
の
敗
戰
と
、
國
土
の
、
外
國
軍
に
よ
る
占
領
を
招
く
。
そ
は
、
無

念
の
極
み
な
り
。
さ
れ
ど
わ
れ
ら
自
身
が
自
業
自
得
の
嫌
ひ
、
無
き
に
し
も
非
ず
。

古
今
未
曾
有
の
敗
戰
と
、
外
國
軍
に
よ
る
占
領
の
衝
撃
、
わ
れ
ら
日
本
人
に
、
底
知
れ
ぬ
屈
辱
を
味
は

は
し
め
、
意
識
を
混
濁
せ
し
め
た
り
。
斯
く
し
て
わ
れ
ら
、
占
領
軍
が
占
領
政
策
、
わ
れ
ら
が
意
識
の
根

一

現
代
日
本
雜
感
（
一
）

加
藤

淳
平

日
本
人
の
國
際
理
解
・
關
心
の
偏
向



底
に
、
歐
米
至
上
視
、
日
本
・
ア
ジ
ア
蔑
視
の
感
覺
を
植
ゑ
附
く
る
を
、
唯
々
諾
々
と
甘
受
し
つ
。

對
日
講
和
條
約
交
渉
を
主
導
せ
る
、
後
の
ア
メ
リ
カ
國
務
長
官
、
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー
・
ダ
レ
ス
、

明
治
以
來
の
日
本
人
が
對
ア
ジ
ア
（
中
國
）
優
越
意
識
を
利
用
し
、
日
本
を
ア
ジ
ア
（
中
國
）
よ
り
切
り

離
し
て
、
歐
米
に
依
存
せ
し
む
る
を
以
て
、
交
渉
の
基
本
方
針
と
す
。

そ
の
後
も
今
日
に
至
る
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
が
一
貫
せ
る
對
日
政
策
、
日
本
の
ア
ジ
ア
よ
り
の
切
斷
、
歐

米
へ
の
依
存
の
助
長
な
り
。
こ
は
、
必
ず
し
も
わ
が
國
及
び
國
民
の
利
益
な
ら
ざ
り
し
も
、
日
本
の
現
状
、

ア
メ
リ
カ
が
政
策
の
成
功
を
示
す
に
非
ず
や
。

敗
戰
後
の
占
領
終
結
し
、
再
獨
立
せ
る
よ
り
、
さ
し
て
間
無
き
一
九
五
五
年
、
日
本
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
が
ス
カ
ル
ノ
大
統
領
の
招
集
せ
る
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
會
議
に
出
席
す
。
そ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
こ
れ
に

反
對
す
る
の
意
向
に
抗
す
る
行
動
な
れ
ど
、
當
時
の
鳩
山
首
相
と
重
光
外
相
、
そ
を
強
行
す
。

十
年
後
の
一
九
六
五
年
、
第
二
囘
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
會
議
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
ア
ル
ジ
ェ
開
催
の

豫
定
な
り
し
も
、
直
前
に
、
恐
ら
く
は
ア
メ
リ
カ
と
フ
ラ
ン
ス
の
工
作
に
よ
り
、
ア
ル
ジ
ェ
に
軍
事
ク
ー

デ
タ
ー
發
生
し
、
開
催
せ
ら
れ
ず
。
日
本
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
と
の
聯
攜
の
場
、
こ
れ
が
爲
失
は
る
。

一
九
六
〇
年
代
に
、
世
界
の
國
を
、D

eveloped
Countries

とD
eveloping

Countries

に
分
別
す
る

慣
行
、
國
際
的
に
確
立
せ
り
。
日
本
は
前
者
に
所
屬
す
れ
ば
、
國
際
聯
合
等
の
場
に
て
、
前
者
グ
ル
ー
プ

の
一
員
と
し
て
、
後
者
グ
ル
ー
プ
と
の
折
衝
に
臨
む
。

日
本
國
内
に
て
は
、D

eveloped
Countries

は
「
先
進
國
」
と
飜
譯
せ
ら
れ
、
日
本
は
「
先
進
國
」
な

り
と
の
意
識
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
學
校
教
育
を
通
じ
、
國
民
の
間
に
深
く
浸
透
す
。

D
eveloping

Countries

は
、
公
式
に
は
「
途
上
國
」
と
飜
譯
せ
ら
る
れ
ど
、
「
後
進
國
」
な
る
呼
稱
、

口
頭
に
て
は
、
廣
く
用
ゐ
ら
れ
た
り
。
斯
く
て
日
本
は
「
先
進
國
」、
ア
ジ
ア
等
の
國
は
、
當
時
未
だ

「
途
上
國
」
な
り
し
韓
國
を
含
め
、
遲
れ
た
る
國
と
て
、
下
に
見
る
心
理
、
牢
固
た
る
も
の
と
な
れ
り
。

一
九
九
〇
年
代
よ
り
二
〇
〇
〇
年
代
に
掛
け
、
我
、
學
業
水
準
も
意
識
も
、
日
本
の
大
學
の
平
均
水
準

な
る
大
學
に
教
鞭
を
執
る
。
教
職
に
あ
り
て
我
知
れ
り
。
日
本
は
「
先
進
國
」
な
れ
ば
、
「
先
進
國
」
民

た
る
日
本
國
民
は
、
そ
が
故
に
自
づ
か
ら
、
ア
ジ
ア
人
よ
り
上
の
人
間
な
り
と
の
心
理
、
學
生
は
固
よ
り
、

教
師
、
事
務
職
員
を
含
め
た
る
大
學
全
體
に
深
く
根
附
き
て
、
拔
き
難
き
固
定
觀
念
と
な
れ
る
を
。

ア
ジ
ア
人
を
下
に
見
る
は
、
必
然
的
に
、
日
本
よ
り
先
の
「
先
進
國
」
た
る
歐
米
を
、
上
と
す
る
心
理

を
隨
伴
す
。
さ
れ
ば
一
九
九
〇
年
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
我
が
大
學
に
あ
り
て
は
、
學
生
は
固
よ
り
、
多
く

の
教
師
、
事
務
職
員
等
、
ア
ジ
ア
の
知
識
尠
き
を
恥
ぢ
ず
、
競
ひ
て
歐
米
に
關
す
る
知
識
經
驗
を
誇
示
す
。

ア
ジ
ア
人
留
學
生
に
無
關
心
に
し
て
、
少
數
の
歐
米
人
留
學
生
に
、
卑
屈
に
見
ゆ
る
程
氣
を
遣
ふ
。

そ
が
例
外
な
る
教
師
は
あ
れ
ど
、
事
務
職
員
に
ほ
ぼ
例
外
無
け
れ
ば
、
大
學
當
局
が
對
應
、
日
常
的
に
、

ア
ジ
ア
人
留
學
生
に
不
親
切
、
ぶ
つ
き
ら
ぼ
う
、
歐
米
人
留
學
生
に
、
過
度
に
丁
寧
な
り
き
。

そ
は
、
豈
大
學
に
限
ら
ん
や
。
社
會
全
般
の
こ
と
に
し
て
、
在
京
の
マ
レ
イ
シ
ア
人
留
學
生
よ
り
、
各

國
留
學
生
の
日
本
傳
統
文
化
を
學
ぶ
會
を
結
成
し
、
そ
が
會
長
た
り
し
時
の
話
を
聞
き
し
こ
と
あ
り
。

あ
る
時
渠
、
會
員
ら
と
と
も
に
、
歌
舞
伎
を
見
ん
と
て
、
歌
舞
伎
座
に
赴
く
。
事
前
に
通
報
し
置
き
た

れ
ば
、
歌
舞
伎
座
支
配
人
、
一
同
の
到
せ
る
を
出
迎
ふ
。
渠
、
會
長
な
れ
ば
、
學
生
ら
の
先
頭
に
進
み
、

支
配
人
に
握
手
せ
ん
と
手
を
出
す
。
さ
れ
ど
支
配
人
、
渠
を
無
視
し
、
背
後
に
進
み
た
る
白
人
ア
メ
リ
カ

人
に
に
こ
や
か
に
笑
み
掛
け
、
歡
迎
の
挨
拶
す
。
恰
も
渠
の
存
在
、
眼
に
入
ら
ざ
る
が
如
し
。
渠
、
呆
氣

二



に
取
ら
れ
て
、
怒
る
を
忘
れ
た
り
と
し
つ
つ
も
、
日
本
人
の
本
性
見
た
り
と
、
笑
ひ
つ
つ
語
れ
り
。

今
こ
の
頃
よ
り
十
年
以
上
を
經
ぬ
。
そ
の
間
國
内
に
、
ア
ジ
ア
の
知
識
を
廣
め
、
ア
ジ
ア
へ
の
關
心
を

増
大
せ
し
む
る
努
力
、
な
さ
れ
た
る
を
聞
か
ず
。
さ
れ
ど
我
、
日
本
人
の
ア
ジ
ア
人
を
見
る
姿
勢
、
そ
の

後
些
か
は
變
化
せ
る
を
期
待
す
。
然
ら
ざ
れ
ば
わ
れ
ら
、
近
隣
諸
國
と
の
關
係
緊
密
化
の
趨
勢
に
、
對
應

し
得
ざ
る
こ
と
、
火
を
睹
る
よ
り
明
ら
か
な
れ
ば
な
り
。

た
ま
た
ま
七
月
二
十
二
日
朝
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の
、
本
年
上
半
期
の
訪
日
外
國
人
觀
光
客
數
急
増
を
報

じ
、
こ
は
日
本
經
濟
に
よ
き
ニ
ュ
ー
ス
な
り
と
て
、
外
國
人
觀
光
客
誘
致
策
の
要
を
説
く
を
聽
け
り
。
具

體
的
誘
致
策
と
て
擧
ぐ
る
は
、
國
内
各
地
へ
の
英
語
案
内
設
置
増
大
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
が
爲
の
、
廉
價

な
る
宿
舍
提
供
、
パ
リ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
（
？
）
へ
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
開
設
な
り
き
。
嗚
呼
。
訪
日
外
國
人
觀
光
客
の
八
割
は
韓
國
、
臺
灣
、
中
國
、
東
南
ア
ジ

ア
よ
り
來
り
、
歐
米
人
は
二
割
以
下
な
る
に
、
わ
れ
ら
が
眼
、
今
尚
歐
米
の
み
に
向
く
こ
と
、
斯
く
の
如

し
。

（
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
六
日
受
附
）

三


